
数列の和

数列 { anについて an = 2 n- 3 n + 4 のとき G 、からan までの 和 n は ?
⑦ 数列 の 和

の和の問題ー Ʃ公式/数列
{ an } : 3 , 6 ,

13
.

24
,

…

1

Sn = 3 + 6 ← 13 + 24 + … としてしまうと 計算が 実質的に 不可能 である
。

1
.

等差 or 等比 は公式を 利用
1 = nc 1.

そこで 2
.
特殊な 和 に 臨 Inintyk=

{ an 9 : 2 , 12 - 3 . 1 + 4
, 2 , 22 - 3 . 2 +

4
, 2 . 32 - 3 , 3 →4 ッ

2 n
2
- 3 n + 4 のパタパタ法 (差のを作る )形

1

のようにあえて A 1 ,Gs .Gs …の各項を和の 形 のままとっておくと
② S - rS 法 ( 等差) × (等比 ) の 和 1
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、
公式で 計算{u = ( = P - 3 ( + 4 ) T 12.z - 3 . 2 ← 4Itz. 3 - 3 rt4tH" an
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] について
の

①
.
③

. ③ の 括弧しの中 の 計算結果があれば 和 {n が求 まる Ʃ ( kの 1 次式 ) ⇒ 等差 の和 or Ʃ公式の公式 で計算

① の 括弧内 : R + 2 + 3
'
t . " tn =

臨

"k'=←これが 分かれば 求 まる Ʃ r
(Kのに式) ⇒ 等比 の和 の公式で計算

② ' . 1 t 2 t 3 t . + n= k =⑨ ←これが 分かれ求まるの括弧内 2 について

③ の 括弧内 : 4 + 4 + 4 + … + 4 = 臨4=⑨ , ←これが 分かれば 求 まる の ① は
Ʃ次式
,
Ʃ次式

⇒部分分数分解で
四 四

差 の 形 を 作る

⑯ は
一

公式 として結果を
覚えて 使 うことになる。 ( 一度は 導 きましょう )の部分

Ʃ(根号 )⇒ 有理化 で差の形 を作る四 を含む式

1 数列で出 てくる公式は仕組みや 成 り 立 ちを 理解しておくと) ② は 、 Ʃ したのに次式) 。 r 1k の次式 ッ←一般項が積の 形は注意
～

、 等差 ) (等 ) の 和別 の 場面 で役立 つことがある
3 について

、

Ʃ ( K の 2次式 ) , Ʃ (k の3次式 ) ⇒ Ʃ 公式 で計算

数列 の 一般項(弟い項 )や Ʃ の 後ろの般項 を 見て

半判断 できるとよい
。


